
研究概要と達成状況

環境政策等への貢献

• 本研究により開発された森林火災監視AIは、日本への適用も可能であることが示された。今後
は発災後、速やかな焼損域の判定が可能になると考えられる。

• 森林火災を起源とする放射性物質の大気及び水文輸送による再拡散の状況を、既存モデルを改
良することで実現した。
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図：現地での延焼
範囲の地上観測結
果 (黄色コンター)
と、延焼範囲推定
値 (赤)の比較。
(上)本研究の手法、
(中) NASAの既存プ
ロダクト MCD64A1、
(下) ESAの既存プ
ロダクト Fire 
CCI51であり、2020
年4月の森林火災の
例。

達成状況： 1996年から2020年までのチェルノブイリ原発周辺での森林火災調査実施した。森林火
災記録を分析し、2015年と2020年に発生した大規模火災を研究対象とし、延焼範囲を特定するAI
を開発した。森林火災監視AIの精度はNASAの既存プロフダクトと同程度以上の検出精度を実現し
た（図）。さらに、開発したAIを日本の森林火災に適用し、その有効性を検証した。リアルタイ
ムで火災を監視し、放射性物質の拡散リスクを評価する体制を整え、2022年2月から始まったウク
ライナ戦争とそれに関連した森林火災の発生状況を明らかにし、現地政府機関に情報発信した。

研究概要：森林火災面積を推定するAIを構築し、2015年と2020年のチェルノブイリ森林火災で検

証した。チェルノブイリでは、森林火災後の大気拡散と水文流に関する再現実験を行った。チェ
ルノブイリで森林火災監視AIを2017年に浪江町で発生した森林火災に適用し、現地観測結果を再
現する事に成功した。その上で、2017年の浪江火災においては、大気モデルを用いることで発災
場所からの137Csの大気拡散の状況を大気輸送モデルから明らかにした。本研究においては、森林
火災監視AIのリアルタイム運用を研究期間内に実施し、2022年2月から始まったウクライナ戦争と

それに関連した森林火災の発生状況を世界で初めて明らかにし、現地政府機関に情報発信した。

本研究では、2017年に福島県浪江町十万山にて

発生した森林火災を対象に、大気輸送モデルを
適用し、137Csの大気大気拡散を再現した。
2020年チェルノブイリ火災に関しては、森林火
災監視AIにより推定された焼損面積と、燃焼放
出係数を用いて、137Csの大気輸送モデルを実装

し、キエフにおける大気中137Cs濃度を再現した。
さらに、統合陸域水循環モデルSiBUCを、ChEZで
計算可能な様に整備し、放射性物質・流出パラ
メタリゼーションを導入することで、1990年以
降の流域からの放射性物質流出量をモデルから

明らかにした。このモデルを森林火災後にも適
用することで、2020年の森林火災後に観測され
た河川水中の90Sr濃度が特異的に高かった事を
モデルから明らかにした。


